
2018年度完了報告書レポート



イベント・リサーチ報告



2018/09: リサーチレポート第1弾出版

2018/10: Social Innovators EXPO 2025 登壇

2018/10: リサーチレポート第2弾出版

2018/11: リサーチレポート第3弾出版

2018/12: Readyfor支援者向けイベント開催

2019/01: theHive神南「起業家Social Missionの重要性」登壇

2019/03: Nikkei Asian Review: Japanese startup’s 

wall-sized screens adjoins any two rooms

2019/03: リサーチレポート第4弾出版



調査レポート例
■2018年11月20日配信



イベント・メディア露出事例

イベント：Entrepreneur Experience
登壇者：理事 福垣アリスン

イベント：Entrepreneur Experience
登壇者：代表理事 川口良

媒体名：Nikkei Asian Review



製品コンセプト



ふたつの空間を 
ひとつにつなげる



自然体で相手と向き合い
雑談したりアイデアを交わしたり



プロトタイプ1, 2号機レポート



● ハードウェア
○ プロジェクター
○ 深度カメラ
○ カメラ
○ マイク
○ スピーカー
○ オーディオインターフェイス
○ PC

● 什器
○ スクリーン板
○ プロジェクター設置台

ハードウェア・什器構成

● スクリーン(A)
○ サイズ：w1600mm×h2435mm
○ 木製のスクリーン版を製作し、スクリーン用塗料

を塗布

● プロジェクタ設置台(B)
○ プロジェクタを立て向きに設置し横から投影する

ために設置

(A)

(B)



テスト拠点での試験運用、及びそのレポート



プロトタイプ導入行程

● プロトタイプ ver2.0 “Kagami”
○ 概要

■ 1拠点において設置。自身を撮影した映像がリアルタイム
にスクリーンに投影されることを目標とする。

○ 設置時期
■ 2018年6月

○ 設置場所
■ 東京オフィス

● プロトタイプ ver2.5
○ 概要

■ 2拠点において設置。一方で撮影した映像・音響がネット
ワーク上で通信され、もう一方のスクリーンに投影され映
像と音響でコミュニケーションが取れることを目標とする。

○ 設置時期
■ 2019年2月

○ 設置場所
■ 東京オフィス・葉山試験スペース

ver2.0 “Kagami”



試験運用レポート

導入時の想定通信速度にて
映像・音声を使ったコミュニケーションが可能なこ
とを確認。

今後継続的に映像・音響、等身大サイズ調整等を
改善予定。



パイロットプロジェクト拠点の選定、想定使用環境に関するレポート



想定使用環境タイプ

1

2

3
カジュアル・

インフォーマルな

コミュニケーション

チームでの

コラボレーション

プライベートな

コミュニケーション

Open Space

Semi-Private Space

Private Space

Open Space

Semi-Private

Private Space

1

2

3

想定する使用環境を3タイプに分類。パイロットパートナーのニーズに合わせて決定予定
拠点の選定は現在複数候補と協議を進めて選定中

使用シーン例：
オフィス内カフェ・休憩スペース

使用シーン例：
2拠点で活動する同一チーム
のデスク

使用シーン例：
カウンセリングルーム
機密性が求められる会議室



その他



根幹技術、ビジネスモデルに関する関連特許の申請

特許戦略の方針の変更に伴い、当プログラム中の特許申請を行わないことを決定しま
した。


